
７－３ 地殻下部付近の低周波地震  
Low frequency earthquakes beneath the lower crust. 
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 地殻の下部付近の深さ 30km前後で，火山地帯でない地域において，低周波の地震が多く発生し

ていることが，1997 年 10 月から開始された地震データの一元的な処理によって，認識できるよう

になった。低周波地震を認識できるようになった当初は，三重県中部・愛知県中部であったが，鳥

取県西部地震の震源域や兵庫県南部地震の北部延長域でも観測されている１）。第１図には，地殻下

部で発生する低周波地震として，気象庁の震源カタログに登録する業務が行われ始めた 1999 年９月

からの震源がプロットされている。ここにプロットされている低周波地震は，均質に検知できてい

るというものでなく，ある領域で低周波地震として認識できるようになると，その後は，低周波地

震として登録されるようになるというような状況である。低周波地震の波形は，微小振幅が連続的

に続き，イベントが多重に発生しているように見える。その中で比較的位相が見えやすいものが，

低周波地震として登録されている。これらの低周波のイベントは，長いものでは数日も継続する微

動の中のイベントと認識されている２）。 
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第１図 東海地方から中国・四国地方にかけて観測されている低周波地震。 

Fig.1  Low frequency earthquakes in and around the Tokai, Kinnki, Chugoku and Shikoku districts. 
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